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前橋市は、北に赤城山、西に榛名山、南西に妙義山の上毛三山がそびえ、その赤城山と  

榛名山の裾野の間を南北に利根川が流れる水と緑にあふれた地であります。   

前橋は古代よりの豊かな文化あふれる地であり、東国の奈良と称されています。今から  

2万8千年前の旧石器を始めとして、10基を数える国指定の古墳、関東の華とうたわれた  

前橋城、明治からの近代化を示す昭和庁舎等の近代化遺産など多くの文化財が残されてい  

ます。   

自然環境に恵まれたこの地では、古代からの人タの生活の跡が市内のほぼ全域に残され  

ています。古代の人々の暮らした家の跡、使った石器や土器などの道具や、水田跡なども  

多く、毎年の埋蔵文化財発掘調査により多くの新しい発見があります。   

元給社町一帯は古代の国府想定地であり、地名も平安時代に国内の神社を合わせて祀っ  

た総社神社の所在に由来し、市内でも再重要地域にあたります。   

本年度調査の元結社宅地遺跡は、元総社蒼海地区の区画整理事業に先立ち、地区の遺跡  

の状況の確認を行い、重要史跡の保護を図るために実施されました。暑さと、狭い調査区  

での複雑な遺構の状況に悩まされつつ、国府に係わると見られる柱穴・溝や蒼海城に係わ  

る溝等を調査し、地区の歴史解明に貴重な資料を得ることができました。また、併せて事  

業地区内にあたる国府尼寺の南東・南西隅部の確認調査を行い、寺域の規模を確定するこ  

とができました。   

発掘調査にあたりまして、ご協力をいただきました市区画整理第二課、地元関係者、酷  

暑のなか調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げます。  

平成13年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  阿 部 明 雄   



1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元結社宅地遺跡並びに   

上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱ報告書である。  

2．遺跡は群馬県前橋市元結社町字屋敷1882他、同字小見1730他に所在する。  

3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 阿部 明雄が、前橋市長 萩 原 弥惣治  

と委託契約を締結し実施した。   

調査担当および調査期間は以下の通りである。  

発 掘 担 当 者  鈴木雅浩・高橋一彦・眞塩明男・飯田祐二  

整 理 担 当 者  鈴木雅浩・高橋一彦  

発 掘 調 査 期 間  平成12年7月11日～平成12年11月30日  

整理・報告書作成期間  平成12年12月1日～平成13年3月28日  

4．本書の原稿執筆・編集には、鈴木・高橋が行った。なお上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱ   

「Ⅵ まとめ」の原稿執筆については、井上唯雄が行った。  

5．整理作業をはじめ、図版作成には、石原義夫・岩木 操・岸フクエ・渡木秋子・中澤光江・   

平林しのぶ・湯浅たま江・湯浅道子の協力があった。  

6．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市教育委員会に保管責任を依頼し、前橋市   

教育委員会文化財保護課で保管されている。  

凡  

1．挿図中に使用した北は座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／20万地形図（長野・宇都宮）と1／2．5万地形図（前橋）  

を使用した。  

3．本遺跡の略称は12AllO並びに12A99である。  

4．本道構および遺構施設の略称は次のとおりである。  

H…古墳・奈良・平安時代の住居址  D…土坑  W…溝  P…柱穴  

B…掘立柱建物址  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次のとおりである。  

遺構  住居址…1／60  溝…1／80・1／100  土坑‥・1／80・1／100  

掘立柱建物址…1／80 全体図…1／80・1／200  

遺物 土器…1／3・1／4  瓦…1／3・1／6  石器・石製品…1／1・1／3・1／4  

6．スクリーントーンの使用は次のとおりである。  

遺構平面図 焼土…点  

遺構断面図 構築面…斜線  

遺物実測図 須恵器断面…黒塗  炭化物（スス付着など）…斑  

灰粕陶器断面…濃点  灰粕陶器内面…あられ  

黒色処理…網  

眉   
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Ⅰ 調査に至る経緯   

本書に記載する確認調査は、いずれも前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い  

実施したものである。  

1．元総社宅地遺跡   

本確認調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海地区土地区画整理事業に先立つ確認調査として、  

平成12年6月1日付けで前橋市長 萩 原 弥惣治（前橋市都市整備部区画整理二課）より前  

橋市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発掘調査団に調査の依頼が提出された。これを受  

け、同年6月28日、前橋市長 萩 原 弥惣治と同教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発  

掘調査団 団長 阿部 明雄との間で委託契約を締結、7月11日、現地での確認調査を開始す  

るに至った。なお、遺跡名称「元結社宅地遺跡」の「宅地」は旧地籍の小字名を採用した。  

2．上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱ   

本確認調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に先立つ上野国分尼寺寺域確  

認調査として、平成12年3月14日から18日にかけて第一次調査が行われ、その結果、寺域の南  

限を確認した。平成12年7月24日、文化庁における文化庁、県教委、群馬町教委との協議にお  

いて、寺域を確定するために寺域の東南隅及び西南隅の調査をするよう指示があり、前橋市長  

萩 原 弥惣治（前橋市都市整備部区画整理二課）との協議により前橋市教育委員会が組織す  

る前橋市埋蔵文化財発掘調査団に調査の依頼が提出された。これを受け9月25日から東南隅を、  

10月24日から西南隅の確認調査を開始するに至った。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1．遺跡の位置  

前橋市は利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・  

地質の特徴から、大きく北東部の赤城火山斜面、南西部の洪積台地（前橋台地）と両者の地溝  

状をなす沖積低地（広瀬川低地帯）、及び現利根川氾濫源の4地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24000年前に浅間山の爆発によって引き起された火山泥流  

堆積物とそれを被覆するローム層（水成）から成り立っている。西は前橋市の北西端にあたる  

清里地域で榛名山麓に広がる相馬ケ原扇状地と移行部を形成して本遺跡まで及んでいる。東は、  

広瀬川低地帯と直線的な崖で画されている。前橋台地の水系をみると、榛名山水系の諸河川が  

裾野を東南方向に開析し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近  

の染谷川や牛池川は、微高地との比高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主  

とした畑地として利用されてきた。また、この台地は恰好の居住地であったらしく、古墳時代   



1．上野国府推定地  

5．山王廃寺跡  
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13．菅谷遺跡  

17．元総社明神遺跡  

21．桜ケ丘遺跡  

25．相乗遺跡  
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33．宝塔山古墳  
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4．上野国分寺尼寺跡  

8．北原遺跡  
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28．寺田遺跡  

32．愛宕山古墳   

Fig・2 位置図と周辺遺跡図  
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から奈良・平安時代にかけての多くの遺跡が残されている。   

両遺跡共に、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約2～3bnの地点、前橋市元総社町に所在  

する。元総社宅地遺跡は、県道足門前橋線の北方にあたり、上野国総社神社は南東隅に位置す  

る。また上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱは、前橋市と群馬町との境に位置しており、西方には関  

越自動車道が南北に走る。遺跡地の南側には国道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線、東側  

に市道大友・石倉線が通る。これらの幹線道路を中心にオフィスビルや商店街・住宅が建ち並  

び、現状を明らかにすることはできないが、北西から南東へ向かってわずかずつ傾斜している  

地形が窺える。  

2．歴史的環境   

本道跡地周辺は古代政治文化の中心地である推定上野国府域、さらに中世には長尾氏により  

国府の堀割りを利用しながら築かれたとされる蒼海城などがあり歴史ゆかり地である。縄文時  

代の遺跡としては、前期・中期の集落が検出された上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡や産業道  

路西遺跡などが筆頭に挙げられ、当地域の縄文文化を考える上で重要な資料といえる。その他  

に熊野谷遺跡、下東西遺跡、清里南部遺跡群、中島遺跡、長久保遺跡などがあり、時期的には  

前期から後期に及んでいる。   

弥生時代の調査例は少なく、中期後半の環濠集落址である清里・庚申塚遺跡と後期の住居址  

が検出された上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡、桜ケ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけで  

ある。井野川、染谷川流域に比べ格段の段差を生じるのは、本地域が高燥化した土地であるこ  

との地形的要因からくるものであろう。   

古墳時代の遺跡としては、6世紀前半代に川原石を用いた積石塚である王山古墳に始まり、  

その後、本道跡地の北方2kmには、総社古墳群を構成する古墳が連綿として築かれる。中でも  

国指定史跡で前方部と後円部に石室を有する総社二子山古墳、巨石使用の横穴式石室をもつ愛  

宕山古墳、主軸70mを測る遠見山古墳、そして県内終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受  

けた宝塔山古墳と蛇穴山古墳などが挙げられる。また宝塔山古墳の南西500mに所在する山王  

廃寺にみる塔心礎や石製鵡尾等の石造物群は、宝塔山石棺や蛇穴山古墳石室と同系統の石造技  

術を駆使して加工されたと考えられている。共通する技法から時代決定の根拠とされ、白鳳期  

の建立と考えられる山王廃寺を中心にして、総社・元総社周辺では、仏教文化が古墳文化と併  

存しながら花開いた様子が窺える。   

奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺・尼寺等の建設とあいまって、当地域は古代  

文化の政治的・文化的中心地としての様相を呈してくる。国捌こついては十数年にわたる発掘  

調査と戟前からの研究史がある。また国府周辺遺跡では、閑泉樋遺跡、閑泉樋南遺跡、小見遺  

跡、草作遺跡、大友屋敷遺跡、寺田遺跡、元結社小学校校庭遺跡、天神遺跡、屋敷Ⅱ遺跡、染  

谷川遺跡、弥勤山遺跡、元結社明神遺跡等が調査されている。さらに本県における条里水田の  

発端となった日高遺跡は本道跡地の南2．5kmに位置している。   

国府の成立年代は定かでないが、大化2（646）の改新の詔のこに「初修二京師一、置二畿内国  

司郡司…… 」（日本書紀巻 25）とあり、新国司制度とともに国府の大部分が新設されたもの  

と考えられていることから、奈良時代以前には国府ができていたものと推定される。   



また、「倭名類衆紗」によれば「上野国、国府在群馬郡」とあり、位置として「群馬久留米  

国分為東西二郡府中間」の記述がある。これの文献及び総社神社の「上野国神名帳」研究等に  

より、当地域に国府があると想定され、地名や地割りから想定案が提出されている。   

また、国分寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代になると道路や拡幅の工事のため  

に部分的ながら調査が進められ、昭和48年度から整備計画が策定された。国分僧寺の発掘調査  

は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、掘等が確認されている。周辺では、関越  

自動車道建設に伴う発掘調査により、その道筋にあたる中尾遺跡、鳥羽遺跡、国分寺中間地域  

遺跡等がありこの時期の住居址が大量に発掘されている。   

中世には蒼海城が築かれ（1429）、秋元氏の城下となったようである。現在の街路の祖形は、  

蒼海城の堀割りが道路と変化したものである。そして、蒼海城の縄張り自体も国府跡を利用し  

ているため、国府解明が一層複雑なものとなっている。  

・・ 1：8㈹ ㈹  
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Ⅲ 調 査 の 経 過  

1．調査方針  

（1）元総社宅地遺跡   

今回の確認調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の開発予定地内で、区   

画整理二課との協議の上、現状において掘削可能な農地及び庭先等に合計23本のトレンチを   

設定し実施した。調査区が広範囲にわたると共に、農作物の収穫や樹木の移転等の関係で掘   

削可能なトレンチから順次調査に入り、そのトレンチの掘削順に第1トレンチ、第2トレン   

チと呼称することにした。また、確認調査範囲の全域をカバーする4mグリッドを設定し、   

このグリッドを最小単位とした。各グリッドの呼称方法は南北方向をY軸とし、北から南へ   

Yl、Y2、Y3、 ・、東西方向をⅩ軸として西から東へⅩ1、Ⅹ2、Ⅹ3、  、   

で表しそれぞれ北西の交点をグリッド名とした。  

その他、調査実施段階での方針は、トレンチの掘削はユンボのバケット帽で行い、遺構面   

については手掘りで対応することとし、遺構名称は、各トレンチごとに付した。  

なお、今回の調査地（トレンチ設定箇所）は、公共座標（第Ⅸ系）で、（Ⅹ＝＋43128．000～   

＋43250．000m、Y＝－71252．000～一71528．000m）の範囲である。   

（2）上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱ   

今回の確認調査地は、平成12年3月14日～3月18日に行われた第一次調査に基づき、上野   

国分尼寺の南東及び南西コーナー部分にあたる敷地約254Tげである。現地は畑地で、それぞ   

れ推定中軸線から想定されるトレンチを南東コーナー部分においては9本、南西コーナー部   

分においては4本設定し、掘削順に第1トレンチ、第2トレンチと呼称することにした。第   

一次確認調査で設定したグリッドを基準に、今回のそれぞれの調査区をカバーする4mグリッ   

ドを設定し、このグリッドを最小単位とした。各グリッドの呼称方法は南北方向をY軸とし、   

北から南へYl、Y2、Y3、 ・ 、東西方向をⅩ軸として西から東へⅩ1、Ⅹ2、Ⅹ3、  

、で表しそれぞれ北西の交点をグリッド名とした。なお、第一次確認調査で設定し   

たグリッドを基準にしているため、南西コーナーの調査区においては、南北方向でY－1、   

Y－2、Y－3、 ・、東西方向でⅩ－1、Ⅹ－2、Ⅹ一3、 ・の呼称となるグリッ   

ドがある。その他、調査実施段階での方針は、元結社宅地遺跡と同様である。なお、Ⅹ37・   

Y2の公共座標は第Ⅸ系の、Ⅹ＝＋43692．000、Y＝－71852．000である。  

2．調査経過   

6月28日、依頼主である区画整理二課と委託契約締結後、各種事務手続きを終了し、事務所  

に機材を搬入し、点検を行った。現地での調査は7月11日より調査区北西隅の第1トレンチか  

ら掘り下げを開始した。植栽やゴミ穴、上物の撤去等の関係で撹乱部分が多いトレンチもあり、  

遺構確認は困難を極めた。また、狭く限られた調査区のため排土の場所もままならないトレンチ   
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Fig．4 元結社宅地遺跡調査区設定図  

に戻らず、進捗のため寸暇を惜しんで調査にあたる日々を送った。第13トレンチ及び第23トレ  

ンチにおいては、掘立柱建物址等の遺構検出により、区画整理二課との協議の結果、それぞれ  

トレンチを可能な範囲でさらに拡張して調査を進めた。またその間、上野国分尼寺寺域確認調  

査は作物の収穫の関係で2期間に分けて随時行った。まず、9月25日からの3日間、南限の推  

定中軸線から想定される寺域の南東コーナー部分の第1トレンチから第9トレンチを実施した。  

その後、10月24日からの4日間は南西コーナー部分の第10トレンチから第13トレンチの調査を  

実施した。各トレンチとも掘削→遺構確認→精査→写真撮影→図面作成の順で記録をとっていっ  

た。途中、大変な強風のため遺構に砂が積もる状態の日もあった。調査終了に際しては、それ  

ぞれ検出された築垣、溝等の関係により寺域のコーナーの可能性が高いトレンチについては重  

点的に、区画整理二課、文化財調査員諸氏、県文化財保護課、県埋文事業臥群馬町教委の方々  

に来ていただき遺構を確認してもらった。   

確認調査は11月30日まで行い、各トレンチの埋め戻しの作業の完成を確認し、器材の撤収、  

遣物の運搬を済ませ、現地調査の終了挨拶を行った。   

なお、整理作業・報告書作成は、12月1日より実施し、翌年3月28日には作業を完成させる  

運びになった。   

・』  



Ⅳ 元総社宅地遺跡トレンチ概要  

（1）第1トレンチ  

今回の確認調査において北東隅に設定された南北11mのトレンチである。このトレンチは   

牛池川が西に近接しているため地形が次第に下がっており、総社砂層面は現地表面から約70cm   

である。民家の庭先部分のトレンチであるため、植栽やゴミ穴等の関係から撹乱部分が多く、   

土師片や瓦片等がわずかに出土したものの遺構を確認するには至らなかった。   

（2）第2トレンチ   

今回の確認調査において北西隅の農地部分に設定された南北18mのトレンチである。平均   

40。mほどの耕作土下に、新しい時代と思われる固く締まった暗褐色土層があり、その下に軽   

石混合層がみられる。総社砂層面は現地表面から約1mである。トレンチ南に上幅1．2m、   

当時の地表面からの掘り込み40cm、同じく北側に上幅110cm、深さ30cmほどの2条の溝址が   

確認された。   

（3）第3トレンチ  

既存の豚小屋を解体撤去し設定された東西9mのトレンチである。平均60cmの耕作土下に   

軽石混合層が標準3層に分かれて堆積している。総社砂層面は現地表面から1．2mである。  

他のトレンチ同様、植栽等の関係から深く撹乱を受けている部分もみられた。しかし、ト   

レンチ中央部に掘り込みの探さ40cmほどで総社砂層まで掘り込んだH－1号住居址とトレン   

チ束隅に北西コーナー部分を確認したH－2号住居址の2軒を検出した。ともに出土した遺   

物から古墳時代の住居址である。特にH－1号住居址は東側に竃を有し、南半分が検出でき、   

セクションに煙道部分の立ち上がりが確認された。また周溝と柱穴も検出できた。本トレン   

チ内の遺物総数は229点で、図示したものはH－1号住居址の土師要、土師杯、土師壷があ   

る。これらの住居址は「国府」創建前の住居址である。   

（4）第4トレンチ  

調査区北側に設定された東西12mのトレンチである。平均50cmほどの耕作土下に3層の標   

準土層が堆積している。本トレンチにおいては遺構は確認されておらず、また遺物も細片が   

わずかに出土したのみであった。   

（5）第5トレンチ  

公民館東側の一段高まっている部分に設定された南北6mのトレンチである。本トレンチ   

北側から、五輪塔の一部分、椀類を中心に近世遺物が多量に出土した。総社砂層面は現地表   

下から1．3mほどである。トレンチ北側3分の2は盛土である。   



（6）第6トレンチ  

第4トレンチに続き調査区北側に設定された東西9mのトレンチである。60。mほどの耕作   

土下に軽石を含む3層の標準土層がみられた。   

遺構に関しては、トレンチ中央部に総社砂層を切り込み、周溝を有す住居址1軒が検出さ   

れた。本トレンチ内の遺物総数は125点である。図示したものには、カワラケ、五輪塔等が   

ある。   

（7）第7トレンチ  

第4トレンチと第6トレンチの西側に続き、農地部分に設定された東西約20mのトレンチ   

である。平均60cmほどの耕作土下、軽石を含む3層の標準土層がみられ、現地表面から1．3m下   

で総社砂層面が確認された。   

本トレンチにおいては、トレンチ束隅に当時の地表面から50cmほど掘り込んだ南西から北   

東に走る溝址1条を検出した。この溝址からは遺物はほとんど出土しなかった。  

またトレンチ中央部から西隅にかけて住居址3軒が検出された。トレンチ内の遣物総数は  

130点で、羽釜、杯、椀、紡錘車等で完形で出土した遺物もある。時代に関してはこうした   

出土遣物からH－1号住居址とH－2号住居址が古墳時代の住居址で、H－3号住居址は平   

安時代の住居址である。なお、H－1号住居址とH－2号住居址は重複していた。  

これら3軒の住居址は「匡傭」創建前と「国府」衰退期にあたる住居祉である。   

（8）第8トレンチ  

阿弥陀堂（いぼ神様）の竹林部分南西に設定された東西約7mのトレンチである。平均65。m   

ほどの耕作土下、軽石を含む3層の標準土層がみられ、現地表面から1．1m下で総社砂層面   

が確認された。   

本トレンチからは東隅に住居址1軒（北西コーナーの一部分）を検出。総社砂層を30。m掘   

り込んでいる。遺物はほとんど出土しなかったが、セクションの切り込みから古墳時代の住   

居址と思われ、「国府」創建前の遺構である。   

また、トレンチほぼ中央部（西隅より3m、東隅より3．5m）で隅丸方形のピット（上幅   

東西20cm、上幅南北20cm、探さは総社砂層を15cm掘り込む）と、束隅より2m西に、方形の   

ピット（上幅最大で東西38cm、上幅最大で南北30cm、探さは総社砂層を16。m掘り込む）が確   

認された。   

さらに、セクションにおいても柱穴と思われる断面が2ケ所確認された。当時の面からの   

探さは、共に50cm～55cmほどで、上幅40cm、下幅25cmほどである。この柱穴は共にAsLB   

の混合層下を掘り込んでおり、律令期の遺構である。   

これらの、遺構及びセクションの関連から掘建柱建物址である可能性が高いと考えられる。   

しかし、本トレンチの調査区限界まで拡張して掘削し、また当時の遺構面での確認も試み   

たが、国府関連の遺橋と確実に位置づけるには至らなかった。   



（9）第9トレンチ   

南側の第1調査区で東西約15mのトレンチである。現耕作土から20cmほどで総社砂層が確   

認され、トレンチ両隅の2条の溝を挟んで東西幅約5m程の南北に延びる道路状遺構とみら   

れる硬化面が検出された。トレンチ東側のW－1号溝址は、確認できた範囲で上幅約7m、   

下幅4m、探さが現地表面下2．5mで平坦の溝底が検出されている。また、トレンチ西側の   

w－2号溝址は、確認できた範囲で上幅約2．5m、下幅約40cm、深さが現地表面下1・8mで溝   

底が検出されている。この2条の溝の堆積土は川砂状のものはみられず、空堀であった可能   

性が高い。また、遺物はほとんど出土していか－ものの、古絵図にみられる蒼海城の堀址に   

ほぼ一致している。   

㈹ 第10トレンチ   

第9トレンチの東側に続く農地に設定した東西約32m程のトレンチである。東西に走る溝  

1条を検出した。排土量の関係で3ケ所をつぼ掘りした。その結果、調査区内においては南   

北の肩が検出されず、溝址内のトレンチであることが判明した。深いトレンチでは、現地表   

面下から3．7mで溝底に達する。この溝の堆積土も川砂状のものはみられず、空堀であった   

可能性が高く、第9トレンチ東側の南北方向の溝址と分岐して東方向に向かう一連の溝址で   

あると考えられ、第11トレンチで検出された溝址に延長していくものである。本溝址も蒼海   

城の堀址であると考えられる。   

㈹ 第11トレンチ  

第9トレンチ、第10トレンチに続き、一段高まった農地に設定された南北約48mのトレン   

チである。溝址2条、井戸址1基、土坑8基及び鍛冶場跡を検出した。トレンチ北側の東西   

に走る溝址は第9トレンチで検出された溝址の続きである。上幅約8m、下幅推定45m（確   

認できた範囲では1．2m）、深さが現地表面下2．8mで平坦な溝底が検出されている。傾斜は   

比較的急で約50D ほどの角度で立ち上がり、逆台形の形状を呈する。この溝址が埋められた   

後、近世に至り鍛冶場ができたと考えられ多量の鉄棒や羽口等が出土した。  

また、トレンチ南端に抜ける形でもう1条の南北に走る溝址を検出した。トレンチが溝址   

内であったため西側にやや拡張して掘削し、東側の肩部分を検出した。深さが1．5m程で溝   

底は平坦である。この溝址は第12トレンチで検出された溝址に延長していく。川砂の堆積層   

も認められたが、本溝址も蒼海城の堀址であると考えられる。   

㈹ 第12トレンチ  

第11トレンチの南側に設定された東西約12mのトレンチである。溝址1条、井戸址1基を   

検出した。トレンチ西隅に検出された南北に走る溝址は第11トレンチで検出された溝址の続   

き部分である。総社砂層を約1mほど掘り込んだ東側肩部分を検出した。傾斜角度は約450   

である。また、遺構上部から、ほぼ完形の須恵高台椀等の遺物が出土しているが本溝址が埋   

まった後、住居址ができたと思われる。しかし、遺構面の撹乱が激しく住居範囲を確定する   

には至らなかった。   



㈹ 第13トレンチ  

第9トレンチの西側に続く東西約56mの調査区である。現地表面下から約30。mで総社砂層   

を確認した。多数の土坑を検出したため、その後、区画整理二課と協議を行いトレンチ中央   

部から東側にかけて拡張して調査を進めた。調査面積は約160nfである。  

その結果、中世の竪穴状遺構1軒、井戸址1基、土坑87基を検出した。  

竪穴状遺構は、東西辺2mx南北辺2，5mX探さ0．5mの方形を呈し、西壁に階段状の付属   

物を設置した柱穴痕と壁の周辺には本遺構に付随する柱穴が複数みられた。倉庫的な性格を   

有していたものと思われる。なお本遺構の北西に間仕切りと思われる方形の穴も検出された。   

出土遺物から中世の遺構と考えられる。   

Ⅰ－1号井戸址の形状は長軸1．9mx短軸1．8mx探さ2．3mのほぼ円形を呈する。遣物は出   

土しなかったが、竪穴状遺橋に関連する中世の井戸址と考えられる。  

また、今後の調査により現状土坑処理してある遺構に関しても掘立柱建物址に移行する可   

能性もあると思われる。   

㈹ 第14トレンチ  

御霊神社の北西に設定された約22mの南北のトレンチである。現地表面下30。mで総社砂層   

が確認され平坦に続く。トレンチ北端から13m付近で調査区南端まで続く東西の溝址を検出   

した。北の肩部分は傾斜角度約450 ほどで掘り込んでおり、探さ1．7mほどである。南の肩   

部分は本調査区内には検出されなかったが、南側にさらに広がりをもつものと考えられる。   

本溝址も蒼海城の堀址であると考えられる。   

㈹ 第15トレンチ  

御霊神社西脇に設定された約20mの南北トレンチである。現地表面下約40。mほどで総社砂   

層を検出した。またトレンチ北側で、上幅約6m、下帽約4．8m、探さが現地表面から1．2m   

ほどで、立ち上がり角度が約450の逆台形を呈した東西に走る溝址1条を検出した。トレン   

チ内及び溝址から遺物はまったく出土しておらず、また古絵図にも対応するような東西に走   

る溝址はなく本溝址の性格を裏付けるような資料に乏しいが、覆土から蒼海城に関係するも   

のと思われる。   

㈹ 第16トレンチ  

南側調査区に設定された南北約35mのトレンチである。現地表面から平均約40。mほどで総   

社砂層を検出した。北から平坦に続き20m付近で東西に走る溝址1条を検出した。探さが現   

地表面下2・1mほどで、北側の肩の傾斜角度は約480である。重機の進入路確保のため継続   

して掘削することができず南側の肩の検出はできなかった。第14トレンチの溝址と同様に南   

側にさらに延長していくものと考えられる。本トレンチからは遺物は出土しなかった。  
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㈹ 第17トレンチ   

今回の調査区の南端に設定された東西約22mのトレンチである。トレンチ中央部に東西に   

溝を有する幅6mほどの南北に延びる道路状遺構と思われる硬化面を検出した。東側の溝址   

は上幅約7．1m、下幅約4．3m、探さが現地表面から1．8mほどで、立ち上がり角度が約400で   

逆台形を呈しいる。西側の溝址は調査区の関係上、西の肩部分を検出することはできなかっ   

たが東部分は約250ほどで比較的緩やかに立ち上がり、掘り込みの探さは現地表面下で1・1m   

ほどである。本トレンチからは出土遺物はなかった。   

㈹ 第18トレンチ   

今回の確認調査において南端の西隅コーナーに設定された東西22mのトレンチである。第  

17トレンチと同様に、東西両側に溝址を有する幅3mほどの道路状遺構と考えられ、現地表   

面下から約60。mで硬化面を検出した。この道路状遺構は御霊神社に続く参道と考えられる0   

束のW－1号溝址は調査区の関係上、西側の肩部分の検出だけにとどまった。立ち上がり角   

度約200ほどで探さは現地表面下から約1．9mである。また西側のW－2号溝址は上帽約14・1m、   

下帽約11．5m、探さが現地表面下約1．7mで平坦な溝底が検出されており、形状は逆台形を   

呈する。本港址は現地表下50cmでレンズ状に埋土が入っている。本トレンチ内も遺物は出土   

していないが、古絵図に対応すると松井屋敷北に位置する蒼海城の掘址に関係するものと考   

えられる。   

㈹ 第19トレンチ   

宮銅神社の西側に設定された南北13mのトレンチである。ほぼ東西に走る溝址1条を検出   

した。本溝址は、トレンチ北隅から60cm程で北側の肩が検出され、上帽約9m、下幅約4・8m、   

探さは検出できた範囲で現地表面から2．9mほどで、さらに中央部が一段下がる形状をして   

いる。立ち上がり角度は約500である。本溝址も蒼海城に関係する溝址であると考えられる0   

帥 第20トレンチ  

民家の庭先に設定された南北15mのトレンチである。現耕作土から平均90cm程で総社砂層   

が確認された。以前、ここには建物があり解体時の廃棄物等が埋められているなど大きな撹   

乱が見られた。トレンチ内には遺物もほとんどなく、遺構も確認されなかった。しかし、ト   

レンチ北隅の西側断面のセクションにおいて、上幅約50cm、下帽約35cm、探さ約25cmの方形   

を呈すると思われる柱穴が検出できた。As－B混合層下から掘り込んでおり、掘立柱建物の   

柱穴と思われるが、調査区の関係上拡張して確認するには至らなかった。   

帥 第21トレンチ  

第12トレンチの東側の延長で、民家の庭先に設定された東西14mのトレンチである。現地   

表面下から平均30cm～50cm程で総社砂層を検出し、トレンチ東隅から3m程西側で、上幅約   

50。m、下帽約20。m、探さ約70cmの円形を呈した柱穴が1基検出された。遺物はわずかであっ   
たが、土師碧、内耳鍋を図示した。  
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¢勿 第22トレンチ  

宮鍋神社の東側に設定された南北約11mのトレンチである。北東から南西に走る溝址1条   

を検出した。本溝址は、トレンチ北隅から60cm程で北側の肩が検出され、上幅約1．2m、下   

幅約0・5m、探さは検出できた範囲で現地表面から1．1mほどで、形状は逆台形を呈する。立   

ち上がり角度は約400である。なお、本トレンチは第23トレンチとL字状で設定したトレン   

チであるため第23トレンチを拡張して調査した結果、最終的にはひとつのトレンチになった。   

錮 第23トレンチ  

第22トレンチに続き、宮銅神社の東側に設定された東西約12mのトレンチである。当初、   

建物の柱穴と思われた土坑1基とトレンチ中央部に広範囲にわたる高温度で焼かれた焼土を   

検出した。その後、本トレンチは区画整理二課との協議により拡張して調査を行った。   

第23トレンチの調査面積は約110Ⅰげである。検出された遺構は、掘立柱建物址2軒（国府   

所在時期）、土坑5基、住居址6軒（国府創立前の古墳時代住居址4軒、国府衰退期の平安   

時代住居址2軒）溝址1条である。   

B－1号掘立柱建物址は調査区北側で検出され、確認できた範囲で東西3本、南北2本の   

合計5本である。隣り合う柱穴間の寸法が東西及び南北とも1．8mの平均値を測る。柱大の   

形状は方形または楕円形である。PLl（東西26×南北88×探さ30。m）、P－2（東西74×   

南北140×探さ35cm）、P－3（東西75×南北89×探さ46cm）、P－4（東西60×南北62×深   

さ21cm）、P－5（東西76×南北28×探さ10cm）。正確に東西に建立された建物址と推定さ   

れる。   

B－2号掘立柱建物址はB－1号掘立柱建物址と重複しており、本遺構の方が古いと思わ   

れる。検出された柱穴は調査区北東コーナーの1本のみである。形状は方形の掘り込みにさ   

らに円形の柱穴（東西50×南北52×探さ17cm）が掘られている。柱穴底部は平坦で大変堅緻   

である。南北に建立された建物址の柱穴と推定される。   

また、5基の土坑のうち、D－1号土坑（東西85×南北121×探さ35cm）、D－3号土坑  

（東西90×南北72×深さ33．5cm）、D－4号土坑（東西110×南北75×探さ27。m）の3基は、   

いずれも方形を呈しており、国府時代の建物址の柱穴とも考えられ、今後の調査で西側部分  

や南側部分に対応する柱穴が検出される可能性がある。また、D－3号土坑については、重   

なり合った形で杯等が多数出土しており祭示巳場としての性格も考えられる。   

次に住居址に関しては、H－1号住居址はH－5号住居址と重複。本遺構の方が新しい。  

形状は方形で、床面は平坦。竃周辺に堅撤部分がみられる。西側半分は住居床面の確認のみ。  

竃は東壁南よりに設置され全長115cm、焚口部50cmを測る。焚口部と煙道部接点付近に直方  

体に加工した凝灰岩質の切石とともに縁石が残る。国府衰退期の住居址である。   

H－2号住居址はH－6号住居址とD－4号土坑と重複。ともに本住居址が先行する。形  

状は東側半分が調査区外で、確認できた南北壁の一辺が約4．9mで方形を呈すると思われる。  

床面は平坦で、間仕切が検出された。また広範囲に塊状の厚い焼土がみられたが、調査区内  

には竃は検出されなかった。古墳時代の住居址である。   

H‾3号住居址は上部撹乱のため、竃のみの検出である。東壁南よりに設置され全長80。m、  
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焚口部40。mを測る。凝灰岩質層のくず石がみられる。貯蔵穴は竃右側に検出。ほぼ円形で長  

軸77cm、短軸66cm、深さ22cmを測る。国府衰退期の住居址である。   

H－4号住居址はH－5号住居址とW－1号溝址、D－5号土坑と重複。構築順はH－5、  

H－4、W－1、D－5である。西側半分は調査区外。形状は方形で、床面は平坦。古墳時  

代の住居址である。   

Hr5号住居址はHrl号住居址、H－4号住居址、W－1号溝址と重複し形状は方形。  

本遺構が最も古い。中央部から東よりに炉址と思われる焼土跡を検出。古墳時代の住居址で  

ある。   

H－6号住居址は、H2号住居址と重複。本遺構の方が新しい。東半分が調査区外。形  

状は方形で、床面はほぼ平坦で堅緻な面が広がり、主柱穴1個（59×39×40cm）と、本遺構  

に関係すると思われる柱穴5個を検出した。周溝が調査範囲で全周している。幅30cm、深さ  

9。mである。また中央部で焼土とともに白色粘土が広範囲に確認された。竜は北壁の東寄り  

に設置され、全長115cm、焚口部40cmを測る。竃は多量の白色粘土を使用して構築されてい  

る。古墳時代の住居址である。   

W－1号溝址は第22トレンチで検出された溝址の続きである。調査区西側にやや北東から  

南西に傾いて走る溝址である。途中に重複する古墳時代のH－4号住居址を削って形成され  

ている。総延長は確認できた範囲で12m、上幅1．3m、下幅0．5m、確認面の探さから0・5mを  

測る。形状は逆台形で、覆土は非常にしまりがあり、断面から人為的に埋め戻し踏み固めた  

と思われる。本溝址は建物等を構築する際の暗渠と考えられる。  

Teb．1 石器・石製品観察表  

番号  出土位置  器 形  長さ  幅  厚  重さ  材 質   備  考   Fig．   

ロ  13トレ、覆 土  永欒通賓  2．4  2．2  0．2  3．5  銅  背文なし。   19   

巴  7トレ、H1  紡 錘 車  4．1  4．2  2．2  520  滑   石  完形。   19   

3  23トレ、H6  紡 錘 車  （2．0）  （3．1）  （0．6）  4．7  滑   石  一部分のみ残存。   19   

4  23トレ、覆 土  円   盤  6．5  6．6  0．8  54  土   製  土師質土器の底部利用。   19   

5  21トレ、覆 土  敲   石  14．4  4．6  4．9  700  租粒安山岩  楕円形の礫。   19   

6  13トレ、覆 土  砥   石  9．2  3．8  3．2  120  流 紋 岩  4面使用。   

19   

19   

9  6トレ、覆 土  五 輪 塔  19．6  20．4  8．3  2330  租粒安山岩  火輪部分。   19   

注）表の記載で、大きさの単位はcm、重さの単位はgであり、現存値は（）で示した。  
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Teb．2 元総社宅地遺跡土器観察表  

番 ケ  出土位置   ④  成・華 
器 形  ■ 大毒 さ   ①② ③  胎土焼成 色調 残存     】夢升■巷  備  考  Fig．  

亮両．    田   
欠損。    田   

匹  7トレ、H2  土 師 甑  

18  ■12トレ、H1  須恵高台椀  14．4  5．8  細粒  良坪  浅 草■ 橙  ほぼ完形  l：．：●  ■回転糸切り撫で■叢。柵恥   内面黒色処理。   

拍  13トレ、1■ 士  カワラケ  10．2  2．8  細粒  良好  浅 黄 橙  2／3  外傾。樵掟。  劉固棚状榊嘩．  16   

空8  13トレ、H－1  カ ワラケ  8．0  2．1  細粒  良好  橙  完 形  外傾。披埠。  回転糸切り・未調整。  

田  13トレ、H－1  カ ワラケ   
壬宣  21トレ、課 土  土 師 碧   

串  21トレ、覆 土  内 耳 焙   

24  23トレ、H－1  カ ワラケ   

田  23トレ、H－1  カ ワ ラケ  9．3  2．4  細粒  良好  橙  2／3  軸軋．■■■．  回転系切り東■乱  
田  23トレ、H1  カワラケ  10．0  1．8  細粒  良好  橙  1／2  ・ ■＝ ・・・  回転系切り未調整。  粕薬浸し漬け。   

田   
。。  。。  16   

購  23トレ、覆 土  須 恵 杯  14．0  4．8  細粒  良好  橙  2／3  1∴． ＿・  回転糸切り未調整皿  

J紺  23トレ、覆 土  須 恵 杯  14．2  4．8  細粒  良好  明 赤 褐  ほほ完形  拙一・・  回転系切り未調整。  

．岬  23トレ、覆 土  土 師．尭．  （22．0）  35．0  細粒  良好  にぷい橙  1／2  外反。縦方向焦却り。   箆削り。  
一柑  23トレ、覆 土  艶′■ 成形後箆削り。   脚部の一部のみ残存。  田   
＿印  23トレ、葎 土  カ ワラケ  （9．8）  1．9  ヰ粒  良好  樫  1／4  J・i・ ・  回転系切り未調整．  

田  23トレ、覆 土  カ ワラケ  （9．0）  2．5  帆  良好  明 黄 褐  1／3  ；：上・・・・  回転糸切り未調整。  

周  23トレ、覆 土  須恵高台皿   二＝≡・ナ  農婦  明オリーブ灰  1／8  外帆疇艶1  癖転細り社印幡．高台衡寸け  
匝  23トレ、覆 土  須恵高台椀  ．（14．0）  ■ 5．8  ．神性  鹿野  桂   外帆礁輯。l  回転系切り裡で■モ．．高台後付け  

田  23トレ∴翳 土  須恵高台椀  （14．4）   
．臨  23トレ、市 土  須恵羽釜  （21．6）   

陣  23トレ、D1  カ ワラケ  9．5   回転糸切り未調整。  □緑部スス付着   18   
甜■  23トレ、D－1  カワラケ  9．6   回転系切り未調整。  

注）表の表記は以下の基準で行った。  

① 胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0、1．9mm）、粗粒（2伽m以上）とした。  
② 焼成は、極良、良好、不良の三段階。  
③ 色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原1976）によった。  
④ 大きさの単位はcmであり、現存値を［］、復元値を（）で示した。  
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土坑名   
肝  聴  地   ≡  

．・   形  状   遺物総数  
トレンチ・ 東南（m・・lx南北【．m）探さ（m）   

廿 一 1  11トレンチ Ⅹ200，Y178   0．84  ×  2．1  0，59   方   形   0   

・D － 2   ケ   Ⅹ200，Y178～179   1．2  ×  2．4  0．27   方   形   ■．01   

D・一 3   ク   X200，Y179   0．2  ×  0．18  0．22   円   形   0   

D■ － 4   ク  Ⅹ200，Y180   0．42  ×  0．3  0．17   楕 円 形   ○   

皿 － 5   ケ   Ⅹ200，Y181   0．37  ×  0．35  0．22   円 形 形   0   

D － 6   ク  Ⅹ200，Y182   0．6  ×  0．68  0．6   （円 形）   0   

卓：－ 7   〃   Ⅹ200．Y183   0，3  × 0．34  0．21   円 形 形   

D － 1  13トレンチ Ⅹ180，Y174   0．26 ×  0．26  0．36   正 方 形   0   

・D■・－ 2   ホ■   X180，Y174   0．26 ×（0．2）  0．22   方   形   0   

D － 3   サ   Ⅹ180．Y174   0．2  ×（0．16）  0．36   円 形 形   

D － 4   ■■   Ⅹ180，Y174   0．2  ×  0．26  0．3   長 方 形   0   

・D■ － 5   ヰ：  X180．Y174   0．31 ×（0，24）  0．35   円 形 形   0   

ロ ー 6   ヰ   Ⅹ180．Y174   0．24  ×  0．2  0．27   円 形 形   ¢ 

P■ 一 7   ■   Ⅹ180，Y174   0．3  ×  0．35  0．29   方   形   ○   

ロ ー 8   サ．  X179，Y174   0．3  ×  0．21  0．2   隅丸方形   

ロ ー 9   融■   Ⅹ179，Y174   0．2  ×  0．3  0．35   長 方 形   0   

ロ ー10   †  X179，Y174   （2．25）×（0β5）  0．29   長 方 形   0   

ロ ー11   喫   Ⅹ179，Y174   0．3  ×  0．28  0．37   円 形 形   0   

ロ ー12   淳   Ⅹ180，Y173   0．25 ×（0．16）  0，11   方   形   0   

ロ ー13   ♯   Ⅹ180．Y173   0．56  ×  0．42  0．35   長 方 形   0   

ロ ー14   虜   Ⅹ179，Y173   0．27 ×（0．27）  0．19   方   形   0   

わ－15   き   Ⅹ179，Y173   0．28 ×  0．3  0．3   円 形 形   0   

D －16   療   Ⅹ179，Y173   0．3  ×（0．18）  0．15   楕 円 形   ○   

ロ ー17   強   X179，Y173   0．26 ×（q．22）   0．3   方   形   0   

ロ ー18   ヰ  Ⅹ178，Y173   0．24  ×  0．24  0．1   円 形 形   0   

D 嶋19   坤  X178，Y173   0．25 × 0．24  0．26   円 形 形   0   

由 一 20   ■   Ⅹ178，Y173   0．17  ×  0．17  0．2   円 形 形   0   

D■ － 21   浄   Ⅹ178，Y173   0．37 ×（0．38）  0．45   方   形   

D・・← 22   サ   Ⅹ177，Y173   0．64  ×  0．35  0．8   楕 円 形   0   

D・－ 23   貯   Ⅹ177．Y172～173   （0．56）× 0．6  0．52   不 定 形   0   

D・一 24   鼻   Ⅹ176．Y174   0．36 × 0．36  0．56   円 形 形   ○   

由 一 25   せ   Ⅹ176，Y173   0．28  ×  0．3  0，43   隅丸方形   

ロ・■ － 26   ＝甘   Ⅹ176．Y174   0．22  ×  0．2  0．58   方   形   0   

ロ．－ 27   ネ   Ⅹ176，Y173～174   10．18 ×  0．18  0．32   方   形   0   

D － 28   サ   X176．Y174   0．22  ×  0．22  0．43   円 形 形   0   

D b   X176，Y174   0．18  ×  0．22  0．65   楕 円 形   0   

D － 30   ヤ・  Ⅹ176，Y174   0．26 ×  0．24  0．36   円 形 形   0   

甘 － 31   甘   Ⅹ176．Y173   0．2  × 0．22  0．21   円 形 形   0   

ロ＝．ト 32   ■   Ⅹ176，Y174   0．25  ×  0．27  0．48   隅九方形   0   

ロ■・■ － 33   夢■   Ⅹ175、176，Y174   10．42  ×  0．44  0．51   円 形 形   0   

P■・ ■   Ⅹ175，Y174   0．22  ×  0．16  0．21   楕 円 形   一○   

D － 35   ヤ・  Ⅹ175，Y174   0．25 × 0．16  0．11   楕 円 形   O 

草 ♯   Ⅹ175，Y174   0．28 × 0．22  0．24   楕 円 形   0   

b．．－ 37   す   Ⅹ175，Y174   0．21 ×  0．18  0．25   方   形   0   

カ ー 38   〟   Ⅹ175，Y174   0．25 × 0．45  0．43   楕 円 形   0   

D．■ － 39   O   X175，Y174   0．54  ×  0．33  0．41   楕 円 形   0   

D・－ 40   市．・  Ⅹ175．Y174   0．34  ×  0．3  0．48   楕 円 形   0   
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土坑名   嘩   捉  地   親  機   

ト レ ンチ ・ グリ ット   東南（m）×南北（m）療さ（ml 形  状   遺物総数  

ロ ー 41  13トレンチ Ⅹ175．Y173   （0．34）× 0．36  0．27   円 形 形   0   

由 一 42   Ⅹ175，Y173   0．18  ×  0．26  0．15   楕 円 形   0   

ロ ー 43   Ⅹ175，Y173   0．21 ×  0．3  0．17   楕 円 形   0   

D － 44   X175，Y173   0．44  ×  0．4  0．55   不 定 形   

由 一 45   Ⅹ175，Y173   0．22  ×  0．24  0．56   円 形 形   

ロ ー 46   Ⅹ175，Y173   0．25  ×  0．24  0．4   円 形 形   0   

臼 ■ 47   Ⅹ175，Y173   0．25  ×  0，35  0．23   楕 円 形   0   

由 一 48   Ⅹ175，Y173   0．32  ×  0．37  0．5   円 形 形   0   

D － 49   Ⅹ175，Y174   0．38  ×  0．48  0．57   楕 円 形   0   

由 一 50   Ⅹ175，Y174   0．4  ×  0．42  0．53   不 定 形   0   

D － 51   Ⅹ175．Y174   0．27  ×  0．32  0．33   長 方 形   0   

D － 52   Ⅹ175，Y174   0．25  ×  0．24  46．5   方   形   0   

山 一 53   Ⅹ174，Y173   0．34  ×  0．34  0．52   不 定 形   0   

ロ ー 54   Ⅹ174，Y173   0．35  × 0．46  0．35   不 定 形   0   

D．－ 55   Ⅹ174，Y173   0．22  ×  0．21  0．22   円 形 形   0   

ロ ー－ 56   Ⅹ174．Y173   0．3  ×  0．28  0．29   隅丸方形   0   

b － 57   Ⅹ175，Y173   0．25 × 0．25  0．12   円 形 形   0   

ロ ー 58   Ⅹ柑0，Y174、175   0．4  ×  0．38  0．49   方   形   0   

中 一 59   Ⅹ180．Y175   0．35 ×（0．45）  22．5   不 定 形   ○   

b － 60   Ⅹ179，Y174～175   0．3  ×  0，45  0．32   楕 円 形   ○   

ロ ー 61   Ⅹ179，Y174、175   1．45 ×（0．6）  0．38   長 方 形   0．   

由■．－ 62   Ⅹ179．Y174～175   0．45  ×  0．4  0．45   方   形   0   

D － 63   Ⅹ179，Y174   （0．35）× 仙25）   oT68   不 定 形   0   

．■＝ロ ー 64   Ⅹ178，Y174   0．45  ×  0．39  0．41   円 形 形   0   

D．■ － 65   〃  Ⅹ177．Y174   0，35  ×  0．39  0．32   円 形 形   0   

ロ■■ － 66   Ⅹ177，Y174   0．4  × 0，35  0．66   円 形 形   0   

D － 67   Ⅹ176，Y174   0．5  ×  0．35  0．68   楕 円 形   0   

ロ．－ 68   Ⅹ176．Y174   0，25  × 0．3  0．53   円 形 形   0   

甘 一 69   Ⅹ176，Y174   0．4  × 0．21  0．25   長 方 形   0   

カ ー 70   Ⅹ176．Y174   （0．55）×（0．3）  0．32   楕 円 形   0   

D■ － 71   Ⅹ176，Y174   0．21 ×  0．25  0．17   円 形 形   心   

D■ － 72   〃  Ⅹ175，Y174   （0．45）×（0．2）  0．14   長 方 形   0   

ロ．－ 73   Ⅹ175．Y174   0．2  ×  0．23  0．24   長 方 形   0   

ロ・－ 74   X175．Y174   （0．58）×（0．5）  0．22   （円 形）   0   

D・・← 75   Ⅹ175，Y174   （0．75）×（0．3）  0．11   不 定 形   0   

ロ■ Ⅹ174～175，Y174   （1．0）×（0．65）  0．37   不 定 形   0   

由 一 77   〃  Ⅹ174．Y174   0．3  ×  0．39  0．32   円 形 形   0   

D － 78   Ⅹ172～173．Y174   （0．5）×（0．3）  0．14   楕 円 形   0   

ロ ー 79   Ⅹ172，Y174   （0．5）×（0．4）  0．1   （楕円形）   0   

D．－ 80   〃  Ⅹ171～172．Y174   （0．4）×（0．25）  0．3   （円 形）   0   

ロ・－ 81   Ⅹ171，Y174   0．55  ×  0．25  0．27   楕 円 形   0   

D・－ 82   Ⅹ170，Y174   仙4）×（0．2）  0．42   （円 形）   0   

D － 83   Ⅹ170，Y174   （1．55）×（0．35）  0．38   不 定 形   0   

D － 84   Ⅹ168．Y174   （0．35）×（0．2）  0．15   （方 形）   0   

ロ ー 85   Ⅹ168，Y174   （0．5）×（0．2）  0．28   （楕円形）   ¢ 

D － 86   X168，Y174   （0．6）×（0．18）  0．19   不 定 形   01   

由 一 87   Ⅹ168，Y174   0．34  ×  0，32  0．14   円 形 形   0   

D 蠣・1  23トレンチ Ⅹ236～237，Y186   0．85  × 1．21  0．35   隅九方形   26   

匝 － 2   Ⅹ237，Y186   0．72  ×  0．74  0．17   円 形 形   0   

ロ ー 3   Ⅹ237，Y186～187   0．9  ×  0．72  0．34   隅丸方形   0   

p － 4   Ⅹ238．Y186～187   1．1  ×  0．75  0．27   長 方 形   0   

由 一 5   Ⅹ237，Y185   0．7  ×  0．72  0．2   方   形   0   
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Ⅴ ま  と  め   

最後に、上野国府についてこれまでの「国府」に関する諸説と国府調査の成果を踏まえ、今  

年度の調査結果をまとめておきたい。  

（1）上野国府に関する諸説   

文献においては、上野国府についての記述は931年から938年頃に源順の書いた「和名類宋   

抄」に初見され、所在地については「上野国神明帳」等の研究から現在の前橋市大友町と元   

結社町付近を上野国府推定跡と想定されている。さらに、戟前の「群馬郡村誌」「大日本地   

名辞典」等では、中世、長尾氏の居城「蒼海城」が古代の国府を引き継いだものであり、総   

社神社の西に隣接する元結社町周辺が国府にふさわしいとされてきた。  

（1）  こうした中で、上野国府の研究は近藤義雄氏によって着手され、1947年および1954年に、   
地名と神社の位置、現存地割等に基づいて林倉寺と昌楽寺を結ぶ線を北限とした方8町域を  

（2）  想定したのに始まる。その後、尾崎喜左堆氏は1961年から1968年にかけての発掘調査結果を   
まとめ、国府域は近藤説より西方にずれるものとした。また、1974年に東山道駅路を復元し  

【3】  た金坂清則氏は、5間×2間、4間×2間の8世紀頃の2棟の官衝的建物遺構が検出された   

元総社小学校校庭を国府城南よりほぼ中央に置く方8町域を考案した。一方、1976年に発掘  

14）  調査に携わった松島栄治氏は、国分僧寺南東隅から東と南にそれぞれ6町の地点を西北隅と   

する方6町の国府域を染谷川と午池川の間に想定している。さらに1981年には近藤氏が  

（5）  新たな観点から、宮鍋神社をほほ北辺中央に置く方8町域を想定している。  

（6〕   推定国府域周辺の調査は1970年以降、土地区画整理事業に伴う確認調査で、閑泉樋遺跡に   
おいて上帽5mX深さ1．2mの逆台形をした東西大溝が検出され国別ヒ限と考えられてきた。   

また、これに直交する方向で1982年～1985年の元結社明神遺跡では約400mの間の同一線上   

に6ケ所にわたって大溝が検出された。規模は上帽7mX探さ1，2mの南北大溝で国府東限   

にあたると推定されてきた。この大溝の覆土は自然堆積状態で上部にAs－B（1108年）の   

純層が認められることから、ほぼ律令期の国捌こ関係するものであると考えられる。さらに、  

17〉 1986年の寺田遺跡第2調査区においても上帽4．7mX探さ1．5mの南北大溝が検出されており、   

昌楽寺、東側の一連の溝を直線的に結ぶことのできる位置にある。  

南辺と西辺については発掘調査が断片的で未確認であるが、近藤氏の想定国府域において   

古瓦散布地が多く、築地に瓦を使用したことも考えられている。そして前橋市教育委員会  

㈱ 「元総社明神遺跡I」（1983年）では国府域を当初近藤氏と同等の方8町としたが、前述し  

、pl  た南北大溝との関連で「元総社明神遺跡Ⅱ」（1984年）で1町東にずらしている。   

（2）今年度調査との関連  

今年度の確認調査は、牛池川以西の元総社集落内で、中世に長尾氏が築城した蒼海城が存   

在していた域内である。  

その中で宮鍋神社の東側に設定された第23トレンチは、諸説の国府城内あるいは国府城北  
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辺にあたる地域である。ここで検出された2棟の建物遺構は、確認できた範囲で、東西3本、  

南北2本で柱穴間が共に1．8mの平均値を測り、正確に東西に建立された建物と考えられ、  

さらに北側に続いていくものと推定される。またもう1棟は調査区の北東コーナーに検出さ  

れた柱穴1本だけであるが、柱穴底部は大変堅撤で平坦に整えられており、南北に建立され  

た建物の柱穴と推定される。限られた範囲での調査のため建物の全容を明らかにすることは  

できなかったが、いずれもAs－B（1108年）混土層下で遺構が確認されており時期的には  

国府に関連する何らかの建物遺構と推定される。   

また、南側調査区の第9～19トレンチにおいては大溝が検出された。第9トレンチでは東  

西両端に南北に走る大溝が検出されている。東端の南北溝はⅩ185、Y176の地点で更に東に  

分岐し第10、11トレンチに延びていくことが確認された。   

この他、第11、12、17、18トレンチでは南北に走る溝が、第14、15、19トレンチでは東西  

に走る溝が検出されている。   

規模には差異が見られるが、形状は閑泉樋遺跡及び元結社明神遺跡Ⅰ、Ⅱで検出された大  

溝と同様に逆台形である。しかし、覆土にはAs－B（1108年）の純層は見られず、また遺  

物も出土していないため構築年代を決定する資料に乏しいが、次頁に図示したように本年度  

00） 確認された溝検出地点に古絵図を照らし合わせてみると、この一面からは蒼海城の各郭を画  

していた溝である可能性が高い。   

最後に、中世長尾氏の居城「蒼海城」が古代の国府を引き継いだもの、という諸説からす  

ると、今年度検出された大溝も当初は国府に関係する溝で、蒼海城の城郭形成に利用され、  

変遷を遂げてきた可能性も否定できない。  

（1）近藤 義雄「上野国府の所在地について」『史学会報』1，1947年  

同   「上野国府について」『上毛史学』5，1954年  

（2）尾崎喜左雄 「国府跡推定地の発掘調査」『前橋市史』1，1971年  

（3）金坂 清則 「上野国府とその付近の東山道及び群馬，佐位駅家について」  

『歴史地理学紀要』16，（交通の歴史地理）1974年  

（4）松島 栄治 「上野国麻」『歴史公論』2－10，1976年  

（5）近藤 義雄「上野国府を巡る古代交通路」『信濃』33－2，1981年  

（6）前橋市教育委員会『閑泉樋遺跡』1982年  

（7）前橋市埋蔵文化財発掘調査団『寺田遺跡』1986年  

（8）前橋市教育委員会『元総社明神遺跡Ⅰ』1982年  

（9）前橋市教育委員会『元総社明神遺跡Ⅱ』1983年  

仕0）山崎  一 『群馬県古城塁址の研究』上巻  
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Fig．12 第16・18トレンチ断面・平面図  
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Fig．13 第19～22トレンチ断面・平面図  
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Fig・20 上野国分尼寺寺域確認調査区設定図  
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Ⅵ 上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱトレンチ概要   

1 東南隅部確認調査  

（1）第1トレンチ   

第1トレンチは、築地南限の立ち上がり部分を確認した第一次確認調査を踏まえ、推定中   

軸線から東南隅を想定して設定された東西約13mのトレンチである。本トレンチのⅩ39、   

Yl～Ⅹ41、Ylグリッドの範囲には瓦片、土器を伴う柱穴状のピットが確認されたほか、   

新しい時期のピットも確認されたが、築垣の部分はここまでは延びていないことが確認され   

た。また、第2トレンチと接する西隅部分にはローム面が高まりをみせる部分があり、築垣   

との関連を推定させた。   

（2）第2トレンチ   

第1トレンチの西隅に続いて設定された南北約14mのトレンチである。本トレンチからは   

溝址2条が確認された。   

北側の溝址は、第一次確認調査及び第5トレンチで検出された南限に平行する東西の大溝   

で、上帽1．4m、下幅1．2m、現地表より約80ctn、当時の地表面より50cm下層から溝底が検出   

される。また、南側の溝址は、南北に走る大溝で、現地表から約1m、当時の地表面より   

70。mの深さを掘り込んでいる。本トレンチでは調査区の関係で西側の立ち上がりは確認でき   

なかったが、南側の第8トレンチに続いていく。  

また、第1、第2トレンチの接合点のコーナー部（北西コーナー）にローム面の盛り上が   

りがあり、Ⅹ37、Ylグリッド部分へ続く様相が確認された。   

（3）第3トレンチ   

第一次確認調査の東部分、今回の調査区で最も西に設定された南北13mのトレンチである。   

本トレンチでは、築垣、溝、道路状遺構の存在を確認し、第2トレンチとの関連をみた結果、   

Ⅹ38、Y3グリッド部分で溝が方向転換をし、ほぼ東南方向（450）へ連結することが確認   

された。この走向は尼寺南限線の部分まで直線で延びてきた溝が寺の築垣が切れる部分で屈   

曲することで、寺の南限線とこの溝は有機的関連をもつものであることを裏付けた0なお、   

この寺の南限に平行する東西の大溝は、上帽3．2m、下帽川m、現地表から1・9m、当時の地   

表面より約80。mの探さを掘り込んでおり、第7トレンチ、第2トレンチで検出された大溝に   

連結する。   

（4）第4トレンチ  

第4トレンチは、南北約6．5mのトレンチである。ほぼ中央部に溝址1条が確認されてい   

る。上幅1．8m、下幅1．4m、現地表下0．8mに溝底が検出されている0当時の地表面からの探   

さは約15cmで遺構面に達する状況となっている。  
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（5）第5トレンチ  

最も東側に設定された南北約8．5mのトレンチである。溝址1条、ピット1基を確認した。   

溝址は上帽1．2m、下帽0．8m、現地表から0．7m、当時の地表面より約15cmの探さを掘り込ん   

でいる。ピットは北半分が調査区外であるが、確認できた範囲でほぼ円形を呈する。当時の   

地表面より約60cmの探さを掘り込んでいる。   

（6）第6トレンチ  

最も南側に設定された東西約8．5mのトレンチである。溝址1条が検出された。第2トレ   

ンチで確認された南北に走る大溝の続きで、現地表から約1．9m、当時の地表面より1．3mの   

深さを掘り込んでいる。本トレンチでは調査区の関係で西側の立ち上がりは確認できなかっ   

たが、第8トレンチで西側の立ち上がりを確認した。   

（7）第7トレンチ  

第2トレンチの西側に、平行する形で設定された南北約14mのトレンチである。溝址1条   

を検出した。第2トレンチで確認された南限の南北に走る大溝の続きで、溝は完掘していな   

いが、溝の東立ち上がりは明瞭で、第2トレンチ及び第3トレンチの大溝に続く状況が比較   

的明確にとらえることができる 。現地表面下1．5mに溝底が検出される。   

（8）第8トレンチ  

第6トレンチの西側に設定された2m四方のトレンチである。南北に走る溝址の延長で完   

掘していないが、溝の西立ち上がりを確認し、第6トレンチとの関係で下幅約3．5mで中央   

部がもう一段30cm程掘り下げられた溝址であることが確認された。   

（9）第9トレンチ  

溝の屈曲の成果を踏まえて、築垣のコーナー部分を直接確認すべく第9トレンチを道路部   

分に入れたが、ここでは築垣基部とみられるロームの削り出し部分が西から北に屈曲する様   

相が検出できた。これをコーナーの盛り上がりとの関連でみると幅2m20cmを盛っているこ   

とが確認できた。  

以上総括して、東南隅部として確認する根拠は次の諸点である。  

① 第一次調査で確認された南限線の築垣、溝、道路部分がⅩ37、Yl～3の部分で方向転換を  

みせ、東南方向に屈曲すること。  

② 溝、道路部分の東南方向への転換は国府域へのつながりを想定させる。  

③ 築垣基底部分のローム削出し部分は明らかにコーナー部分を示している。この屈曲の北延長  

部分は地形的にも東が低くなる様相が明らかにみられる部分があり、この想定を補強してい  

る。更にこのラインを北に延長すると染谷川の流路と交錯し、このコーナーが地形的にも限  

界であることを示している。  

④ 以上の点から、この地点Ⅹ37、Ylグリッドの地点を尼寺寺域の東南限としてみてほぼ誤り  

あるまい。  
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2 西南隅部確認調査  

㈹ 第10トレンチ・第10トレンチ拡張部   

第10トレンチは、寺域の南限線を確認した道路の市道を挟み、西側に設定された東西12m   

のトレンチである。本トレンチは東南隅から推定中軸線までの距離（85m）を折り返した地   

点を想定して設定されたトレンチである。   

トレンチ北壁の北東隅より3m付近で、幅170cm、高さ25cmにわたる築垣基壇面が確認さ   

れた。上部は新しい溝等により削平を受けているが、平坦なローム層を削り残す形でローム   

の立ち上がり部分を形成している。現地表面からの深さは75cmで遺構面に達する状況となっ   

ている。また第10トレンチ拡張部（面積）の南壁にも、同様に築垣基壇面が南北に延びる形   

で、ロームを削りだした一部分が確認された。   

仙 第11トレンチ・第11トレンチ拡張部   

第11トレンチは第10トレンチ拡張部南側、現農地の東西畦畔を挟む形で設定された南北  

10mのトレンチである。本トレンチは築垣部分が方位的に屈曲点として直交すると想定され   

る地点に設定されたトレンチである。   

本トレンチにおいては、平坦なローム部分で住居址1軒（H－2号住居址）を検出した0   

飛雲文軒平瓦（完形）を含む、瓦を多量に持ち込んだ住居址である。形状は東部分が一部調   

査区外であるが、南北辺3m、東西辺3．6mのほぼ方形を呈する。床面は平坦で、竃は確認   

できた範囲で焚口部45。mを測り、直方体に加工した凝灰岩質の切石を組んで構築され、多量   

の瓦片が竃周辺に見られた。10世紀代の住居址と考えられる。  

また、トレンチ北壁にわずかに残るロームの盛り上がりを頼りに、第11トレンチを拡張し   

た。ここにおいても他に溝址1条、住居址3軒、土坑3基を確認した。   

本港址は、第一次調査及び東南隅の調査で確認された南限に平行する東西の大溝の続きと   

考えられる溝址であるが、地形的に西に傾斜すること、住居址等の構築により上面が削平さ   

れたか、ローム面の立ち上がりは不明瞭で、断面に痕跡を僅かに残す程度で、推定幅3・5m   

で更に西側の第12トレンチの溝址に続いていくものと考えられる。  

H－1号住居址はトレンチ北側に位置し北側半分が調査区外であるが方形を呈すると思わ   

れる。床面は平坦で、竃は東壁南よりに設置され全長70cm、焚口部45cmを測り、周溝が帽   

20。m、深さ10。mを測り調査範囲で全周している。8世紀前半代の住居址であるo  

H－3号住居址は、調査区西南に位置し西側半分は調査区外で、確認できた東壁の一辺が   

4．5mで方形を呈すると思われる。東壁から南壁にかけて周溝があり、帽10～20cm、深さ  

10。mを測る。本住居址の竃は、東壁南側に設置され良好な状態で検出された。全長90cm、焚   

口部60。mを測り、両袖、煙道部等に多量の瓦と土器片を使用して構築されている010世紀代   

の住居址と考えられる。  

H－4号住居址は東側半分は調査区外で、形状は方形を呈すると思われる。堅微な床面の   

みの検出にとどまった。  

H－2号住居址やH－3号住居址のように、瓦を多量に出土する住居址が寺域の西南限付  
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近に集中して検出されることの意味は、瓦を自由に扱っており、完全な瓦も持ち込んでいる   

ことから、長期間わたる居住も推定され、瓦工人の住まいである可能性が考えられる。   

㈹ 第12トレンチ  

今回の調査区で最も西に設定された南北約8mのトレンチである。第一次調査及び東南隅   

の調査で確認された東西の大溝の続きと考えられる溝址1条を確認した。基盤面が下がるこ   

とから地表より1．8m、当時の地表面より約1m下層から溝底が検出される。   

溝は上幅3．2m、下幅2．8mの逆台形状で当時の地表から約60cmの深さを掘り込んでいる。   

瓦片の流れ込みは量的に少ないことが目立つ。  

このことにより、南限に平行して走る大藩は、屈曲点よりも更に西に延びていることが確   

認できた。   

㈹ 第13トレンチ  

第13トレンチは、第10トレンチ拡張部、11トレンチ拡張部で確認された築垣部分の西南隅   

から直交する西側築垣部分の延長を確認するために設定された、東西21mのトレンチである。   

築垣部分と4軒の住居址を確認した。4軒の住居址はいずれも10世紀代の住居址である。   

トレンチ北側断面に、ローム削り出し部分が確認された。竪穴住居址と重複するため明確   

さを欠くが幅40cm、高さ20cmで現地表からの探さは50cmである。この竪穴住居址は東西辺  

1・5mで北側部分が調査区外であるが、南壁の東隅に竃を有し、全長55cm、焚口部40。mを測   

る。   

このことから、築垣上に築かれたこれらの住居は10世紀代であり、セクションの所見から、   

築垣が崩壊してある程度、平夷が進んだ時点で構築されたことから、築垣の崩壊は思いのほ   

か早い時期で10世紀初頭には平夷に近い状態であったことが考えられる。  

以上総括して、西南隅部として確認する根拠は次の諸点である。  

① 地形的に東北隅、今回調査した地点は流れによる地盤の変換点に近く、平坦な面をとれる方  

形区画は西限である。  

② 想定東南隅から中軸線までの距離（85m）を折り返した地点に正確に該当すること。  

③ 築垣基壇面の削出し技法による削残し部分の痕跡が基壇巾として妥当であること。  

④ 方位的に屈曲点としても直交する方向に想定できること。  

⑤ 南限線南の状況と同様に帯状の落ち込みが築垣に平行して走っており、ここから更に西にの  

びることが確認されたこと。  
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Teb．4 上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱ土器観察表  

④  成・能 瀬 方 法  
番 す  出土位置  器 形  大き さ   ①② ③  胎土焼成 色調  備   考  Fig．  

口  2トレ、覆 土  須 恵 蓋  （20＿0）  （2．9）   口緑部に返し。   

巴  3トレ、覆 土  須 恵 蓋  （20．0）  （3．1）  細粒  良好  灰   自  1／5  蠣軋回転箆調整。つまみ部欠損。  口緑部に返し。   

巴  10トレ、東 壁  須 恵 杯  （13．0）  3．4  細粒  良好  浅  黄  1／2  外傾。鍍櫨。   回転糸切り未調整。  

ロ  10トレ、H－1  須 恵 杯  13．0  3．8  細粒  良好  灰  黄  1／2  外傾。摂軋  回転糸切り未調整。  

6  11トレ、H－1  土 師 杯  （13．0）  4．1  細粒  良好  にぷい橙  1／2  内湾。梼撫で。箆削り。  箆削り。  

6  11トレ、H－1  須恵高台  （17．6  4．9  中粒  良好  明 緑 灰  1／4  外傾。樵轄。   高台一部残存。  

ロ  11トレ、H－1  須恵高台  15．4  5．8  細粒  良好  緑  灰  ほほ完形  外胤側。佃転糸切り撫で調整。高台後付け。  

田  11トレ、H2  須 恵 杯  13．0  3．5  細粒  良好  暗オリーブ灰  3／4  外傾。轄拉。   回転糸切り未調整。  

9  11トレ、H－2  須恵高台  （13－6）  3．2  細粒  良好  青  灰  1／2  外傾。稜線」回転糸切り撫で調整。高台後付け。  
10  11トレ、H－3  須 恵 蓋  （13．2  2．7  細粒  良好  灰   白  1／4  外傾。糠輯。扁平な円形つまみ。  口緑部の返し消失。  田   

円  11トレ、H3  須 恵 杯  （12．0）  4．0  細粒  良好  灰   自  1／3  外傾。輯軽。   回転糸切り後箆調整。  

m  11トレ、H3  土 師 杯  12，0  3．3  細粒  良好  橙  2／3  直立。横撫で。郎りり。  箆削り。  

13  11トレ、H－3  土 師 鉢  （24．6）  （10．3）  細粒  良好  橙  1／4  内湾。横撫で。箆削り。  箆削り。  

14  11トレ、H－3  土 師 碧  20．4  （19．5）  細粒  良好  橙  1／2  外反。横撫で。箆削り。  欠損。  

田  12トレ、覆 土  土 師 杯  （11．0）  3．2  細粒  良好  橙  1／2  内湾。横撫で。箆削り。  箆削り。  27   

田  12トレ、覆 土  土 師 杯  （12．0）  （3．5）  細粒  良好  樟  1／3  直立。横撫で。箆削り。  箆削り。  

田  13トレ、H－1  須 恵 杯  9．8  3．5  中粒  良好  明  褐  3／4  外傾。糠軽。   回転系切り後塵調整。  

田  13トレ、H－2  須 恵 杯  13．9  3．8  細粒  良好  浅  黄  2／3  外傾。棟轄。   回転糸切り未調整。  

田  13トレ、Hニ3  須 恵 杯  （15．4）  田  細粒  良好  にぷい黄橙  1／3  外傾。糖種。   回転糸切り未調整。  

注）架の米肥は以下の法華で行りた0  

① 胎土は、細粒（0．9蘭以下）．中位（1．0～1伽m）、租粒（2．Omm以上）とした。  
② 焼成は、極良、良好、不良の三段階。  
③ 色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原1976）によった。  
④ 大きさの単位はcmであり、現存催を［］、復元値を（）で示した。  

Teb．5 上野国分尼寺寺城確認調査Ⅱ瓦観察表  

胎 土  焼 成  成  形  技  法  整  形  技  法  
瓦の  

N（1  出 土 地  焼き  
粘土板剥取  

桶寄  畦櫨  Fig．  
種別   作り  叩目  箆削   

上り   凹面  凸面  木痕   痕  面取                    凹面  凸面   

ロ  2トレ、複 土  鐘瓦  1．6  密  少  石更  灰  一本  28   

田  4トレ、覆 土  鐘瓦  1．8  並  少  並  緑  灰  （⊃    一本  28   

3  9トレ、覆 土  女瓦  2  密  多  硬  灰  （⊃    桶？  2  28   

4  11トレ、H－2  女瓦  2．2  密  少  硬  灰  （⊃    桶巻  ○  3  28   

巳  11トレ、H2  女瓦  2．3  密  少  硬  灰  （⊃    桶巻  （⊃  2  28   

6  11トレ、H2  女瓦  2．3  密  少  硬  灰  （⊃    桶巻      縄多  ○  3  

ロ  11トレ、H3  鐙瓦  2．3  密  少  並  暗  褐  （⊃    一本  29   

8  11トレ、H3  鐙瓦  2．3  並  少  並  にぷい橙  （⊃    一本  

田  11トレ、H3  宇瓦  4．4  租  多  硬  灰  白  桶巻        ○  縦撫  1 29 

10  11トレ、H－3  玉男  2．4  密  少  並  にぷい橙  （⊃    半裁        （⊃  2 29 

凹  11トレ、H－3  玉男  1．9  租  並  硬  灰  （⊃    半裁  ○  2  30   

四  11トレ、H－3  鐙瓦  1．7  密  並  並  灰  褐  （⊃    半裁  （⊃  1 30 

四  11トレ、H－3  女瓦  1．7  密  少  硬  灰  （⊃    桶巻      斜格  ○  （⊃  2  30   

14  11トレ、H3  女瓦  1．8  密  並  硬  灰  （⊃    桶巻  ○  （⊃  3  30   

15  11トレ、覆 土  宇瓦  3．6  密  並  硬  灰  （⊃    桶？  （⊃  1 30 

※玉男＝玉縁付男瓦 半裁＝半裁作りか 縄単＝縄目叩き  
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Ⅶ ま   と   め  

1 平成11年度までの調査  

上野国分尼寺については、昭和44、45年度における群馬県教育委員会の調査以降周辺の一部  

を除いて、ほとんど調査の手が入っていない状況であった。したがって、その際の調査で確認  

された想定中軸線上のトレンチで確認された講堂跡（全堀）、金堂跡（トレンチ調査）、中門  

跡（トレンチ調査）、東門跡（柱穴）からほぼその伽藍配置が推定できるようになり、東門の  

推定位置から寺域の想定がいくつか発表されているのが実情であった。  

（1）  その後、平成11年度に至り、元総社地区の区画整理に伴う開発計画に合わせて、尼寺南側に  

計画地が予定され、尼寺寺域との関連についての問題が再浮上し、前橋市埋蔵文化財発掘調査  

団による寺域確認調査が行われた。その結果、従来明らかでなかった南辺築垣南側の状況で新  

知見を得ることになった。その要点を摘記すると次のようである。（上野国分尼寺寺域確認調  

査、前橋市埋蔵文化財発掘調査団2000．3）  

（1）南辺築垣は、現在群馬町と前橋市を画する東西方向の農道下にあることがほぼ確認され  

た。（土地の造成による段差が寺域と南側に明らかに存在する。）  

（2）築垣の南側には幅3m内外、探さ60cm内外の溝が築垣と並行して走り、埋土中のAs－  

B軽石層との関係、出土遺物（瓦・土器）から築垣と併存したことが確認された。  

（3）更に溝の南側には、これと並行する幅4m内外の道路敷とみられる硬化部分があり、一  

部では国分寺瓦片を敷きつめた部分もある。道路南側はⅤ字状の側溝で画されている。  

（4）道路上に竪穴住居が重複している部分があり、その頃（10世紀初頭）には既にこの道路  

は機能を失っていたのもとみられる。  

（5）この調査は地域・日程が限定されており、寺域を確認することはできなかった。同じこ  

ろ行われた群馬町教委による北辺部分の調査で土 塁状の痕跡とその外側に帽1．5mほど  

の溝を検出したことから、南北長は2町と推定されたが、東西長については未確認で調  

査を次年度に持ちこすことになった。  
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2 平成12年度における調査  

前年度の調査で確認できなかった尼寺南限の東・西地点の調査を行った。その結果既に述べ  

たように新たな知見を得ることができた。それを整理し、その結果を集約してまとめとしたい0  

ア．尼寺東南隅部の調査  

今回の調査では前年に確認された築垣、溝、道路部分を確認することを主眼として寺  

城東南隅を確認することを目的とした。その結果、  

① 築地外郭のコーナー部分は築垣の内側屈曲部分はⅩ【3．8、Y4・22に当たる0  
（Z）  

② 築垣基部の帽は、そのデーターから東西、南北方向とも4m弱の規模で、ローム  

面を削り出していることが明らかになった。  

③ 以前、東門跡された柱穴群はここから北に延びる線上に来る。  

④ 築垣に並行する溝は東南隅部で1320の鈍角で東南方向に折れ曲がることが確認さ  

れた。その屈曲点は築垣の屈曲点と対応して、両者の有機的関連が推定される。  

① この溝は更に東南方向へ115mほど直線的に延びることが確認されている0  

⑥ 築垣コーナー部分から東は地形的にも東面緩傾斜を示しており、柱穴状のピット  

が散在する程度で、遺構としてまとまるものは検出されていない。  

以上の諸点から尼寺寺域の東南隅部は現農道が東西、南北方向に走る交点に来ること  

が明らかとなった。このことは当時の尼寺の区画は、現在の地割りに影響を与えている  

ことがうかがえる。13）  

イ．西南隅部の調査  

推定中軸線から東南隅部までの距離を西に折り返した85mにトレンチを設定した結果、  

次の諸点を確認することができた。  

① 地形的には中軸線付近より標高で1．5mほど下がった地点であるが、基盤層はロー  

ム層である。このローム層は西へ10mほどいった地点で消滅し、沖積土が堆積し  

ている。  

② 西南隅部が検出された地点は、Ⅹ一37，75、Y2．55で、ここが築垣の屈曲点の内  

側とみられる。築垣基底部とみられるロームの削り出しがL字状に折れ曲がり、  

内側には黒色土が堆積する。  

③ 築垣部分でこれと重複する住居には、築垣楕築前の1号住居跡と築垣崩壊後の2・  

3・4号住居跡があり、築垣の存続期間を遺構から限定できる、即ち1号住居は  

築垣の盛土下にあり、2・3・4号住居は築垣が平夷に近い時点でつくられてい  

ることが明らかになった。（4）  

④ 築垣の基部の幅は3m強で、寄せ柱柱痕らしきものが一部で検出されている0南  

辺築垣が屈曲する部分では西辺築垣の痕跡が認められ、これを結ぶとほぼ直交す  

る。．5）  
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⑤ 築垣南に並行して走る溝は原地形のローム面が下がるため不明確であるが、その  

痕跡らしきものがうかがえる。なお、この西側の沖積土層中にも延長しているら  

しいことが第12トレンチで確認された。  

ウ．上野国分尼寺の寺城南辺部分の調査の総括   

従来、ともすれば不分明であった寺城南辺部分も今回の三次にわたる調査でかなり大   

きな成果を上げることができたといえる。   

まず、南辺長については従来2町とみられていたが、かなり短縮される見通しとなっ   

た。調査結果はトレンチ調査であるため確定的なものとはいえないが、次の点で有力な   

論拠となりうるものと考えている。   

その一つは地形的な制約の問題である。南辺の屈曲点と推定した部分を地形図でみる   

と、東辺の延長の北辺部分では牛池川が大きく蛇行して接近しており、直線的に束辺を  

延ばすにはこれ以上束に寄せることは不可能で束辺は限界に近いとみられる。一方西辺   

についてみると、ロームを基盤とする台地部分はほぼ西側の沖積土が削りこんだと想定   

される地形が、ここから50mほどのところで更に束に入り組んでいるところからすると  

ほぼ限界に近いとみられる。沖積土を基盤とする部分を寺域に取り込むことは造成上、  

ローム台地に造成するのと比較すると労力的に不利であることは当然で、そうした配慮  

があってローム台地に限定して寺域を設定したものであろう。   

こうした条件下で両辺長は築垣内径で166．2m、外側延長で174m内外と推定される。  

従来、尼寺も2町四方の規模とみられてきたが地形的な制約をうけて、縮少せざるを得  

㈲ なかったものとみられる。また、この二つの点は推定中軸線からの距離がほぼ等距離で、  

寺域隅部としての蓋然性を高めている。   

両辺の東西の屈曲点の内側を結んだ線の磁北とのズレは3．50で、国分僧寺の企画線の  

度数と共通している。このことから、尼寺も僧寺と同一企画により設計されたものとい  
（7）  

えよう。その建設は、西南部に検出された1号住居跡の時期が8世紀第三四半期とみら  

れることから、僧寺よりおくれることは確実とみられる。－。，   

一方、尼寺の衰退の時期については、西南部の築垣が崩壊した後に、つくられたとみ  

られる住居跡からすると、少なくとも10世紀第二四半期ころにはすでに築垣は平夷状態  

に近かったとみられる。更に、一次調査の道路部分の調査でも、10世紀第一四半期ころ  

に道路を破壊して住居を構築していたことが分かっているから、尼寺周辺部は少なくと  

㈱ も10世紀初頭ころまでにはかなり破損が進行していたことが推定される。  
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註  

（1）上野国分尼寺・上野国分二寺中間地域 群馬県教育委員会  

1993年  群馬県塩蔵文化財調査事業団   

（2）グリッド原点（Ⅹ0・YO）は   

公共座標の第Ⅳ系でⅩ＝43700．000m、Y＝72000．000mである。  

（3）上野国分尼寺寺域確認調査  2000年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

南辺築垣はほぼ現道下に乗ることが明らかとなった。  

（4）築垣基部のローム盛土が住居跡の上にのる状況が確認されている。（Fig．25）  

（5）11トレ拡張部の調査所見（Fig．25）  

（6）国分寺中間地城周辺全体図（同報告書付図）  

1992年 群馬県埋蔵文化財調査事業団   

（7）注（1）と同。  

30 30′ ～40 西偏としている。  

（8）国分僧寺の創建については従来 続紀 天平勝宝1（749）の碓氷郡石上部君諸第、勢多郡   

司上毛野君足人の国分寺に知識物を献じたことによる叙位の記事で、このころと推定されて  

いる。   

（9）前掲柱（3）と同。  

なお、僧寺でも両辺築垣崩壊操、その上に竪穴住居が構築されていた。  
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Fig、．21東南隅部確認調査トレンチ  
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Fig．22 西南隅部確認調査トレンチ  
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L＝124．1m  

第1トレンチ  

1層 極暗褐色細砂層  
2層 褐色細砂層  
3層 明褐色細砂層  
4層 暗褐色細砂層  
5層 黒褐色細砂層  
6層 暗褐色細砂層  
7層 暗褐色細砂層  
8層 黒褐色紳砂層  
9層 黒褐色細砂層  

一－－  

宍寸  －－・－  

第2トレンチ  

1層 極暗褐色細砂層  

2層 褐色細砂層  

3層 明褐色細砂層  

d層 暗褐色細砂層  

5層 黒褐色細砂層  

6層 暗褐色細砂層  

7層 暗褐色細砂層  

8層 黒褐色細砂層  

9層 黒褐色細砂層  

10層 黒褐色細砂層 Hr－FP3％  

11層 黒褐色細砂層 HrFP5％一 炭化物極少  

12層 黒褐色細砂層 Hr－FP極少  

13層 黒褐色細砂層  

14層 褐色粗砂層  

15層 黒褐色細砂層  

16層 黒褐色細砂層  

17層 黒褐色細砂層  

18層 黒褐色細砂層  

∈
甲
寸
N
t
＝
J
 
 

第3トレンチ  

1層 硯耕作土  
2層 暗褐色細砂層 As－B  
3層 黒褐色細砂層 As－B、川砂  
4層 黒色細砂層 Hr－FP  
5層 黒褐色細砂層  
6層 黒褐色細砂層  
7層 黒褐色細砂層 As－B  
8層 褐色粗砂層 川砂  
9層 暗褐色細砂層 川砂  
10層 暗褐色細砂層 川砂  
11層 にぷい黄褐色細砂層 砂層   

Fig．23 第1～3トレンチ断面・平面図  
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第5トレンチ  

1層 黒褐色紺砂層 現耕作土  
2層 黒色徴砂層  
3層 黒褐色柵砂屑 Hr－FP  
4層 暗褐色細砂層  
5層 褐色細砂層  
6層 褐色和砂層  
7層 暗褐色細砂層  
8層 にぷい黄褐色徴砂層  
9層 にぷい粥褐色細砂層  
10層 暗褐色細砂層  

11層 にぷい黄褐色徴砂層  
12層 黒褐色細砂層 HrFP5％   
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上
土
 
寸
 
 

∈
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一
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J
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？
宗
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＜
 
 

第4トレンナ  

l層 黒褐色細砂層 現耕作土  
2層 黒褐色細砂層 As－B、H「‾FI’  
3層 暗褐色細砂層 As月  
4層 黒褐色紳砂層 As－B  
5層 暗褐色細砂層  
6層 暗褐色紺砂層  
7層 暗褐色細砂層  

・
・
・
∩
‖
‖
⑪
 
 

第6トレンナ  

1層 にぷい褐色細砂層 表土  
2層 褐色細砂層 八s－B3％  
3層 褐色細砂層 八sB2％、AsSj3％  
4層 明褐色細砂層 ∧sSJ10％  
5層 哨褐色細砂屑 As－Sj3％  
6層 褐色細砂層 As－B2％、As－C棒少  
7層 灰褐色租砂層 川砂  
8層 暗褐色潮砂層 AsB棟少  
9層 明褐色細砂層 As－Sj  

0  1：100  4m  

Fig．24 第4、9トレンチ断面・平面図  
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【D  

・■己  

⊂q Ln  

巴 第10tllトレンチ  
I11層 灰褐色細砂層 As一団垂少  
J 2層 黒褐色細砂層 As－C5％  

3層 褐色細砂層 AsC極少  

4層 褐色細砂層 As－Sj20％  
5層 明褐色細砂層 As－Sj30％  
6層 にぷい褐色紳砂層 As－C2％  
7層 褐色細砂層 As－Sj  
8層 暗褐色細砂層 AsSjlO％  
9層 明褐色粗砂層 As－Sj  
lO層 褐色細砂層 As－－C極少  

1：1∝1  4m  

Fig．25 第10・11トレンチ断面・平面図  
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第12トレンチ西壁  

1層 黒褐色細砂層 AsB混合土  
2層 暗赤褐色細砂層 As－8混合土  
3層 黒褐色柵砂層 As－B洞．合土  
4眉 墨褐色細砂層 AsB混合土  
5層 架褐色細砂層 炭化物  
6層 黒褐色細砂層  
7層 黒褐色細砂層  
8層 黒褐色細砂層  
9層 黒褐色細砂層   

第13トレンナ  

1層 褐色細砂層 AsB極少  
2層 にぷい褐色細砂層 AsSj極少  
3層 にぷい褐色細砂層 As－C極少  
4層 褐色紬砂層 As－C極少  
5層 暗褐色細砂層 As－C2％  
6層 明褐色細砂層 AsSj主体  
7層 明褐色細砂層 As－Sj30％  
8層 暗褐色細砂層 As－Sj40％  
9層 褐色細砂層 AsC、HrFP20％  
10層 黒褐色細砂層 As－C3％  
11層 褐色紳砂層 As－C極少  
12層 褐色細砂層 AsSj5％   

O l：100 4m  

」  

Fig．26 第12・13トレンチ断面・平面図  
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3（9トレ7ク土）  
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4（11トレH－27ク土）  
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Fig．28 瓦（1）  
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第13トレンチ全景（西から）  発掘を終えて   
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